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上方歌舞伎の�
テーマパークとしての大阪�

～名作の舞台名所をめぐる～�

上方歌舞伎の�
テーマパークとしての大阪�

　今、歌舞伎といえば、市川新之助改め海老蔵襲名で話題が持ちきり

であり、関西でも七月に松竹座、十二月に南座で襲名披露公演が行わ

れる。歌舞伎というと、どうしても東京中心のイメージが強いが、もとも

とは関西で発祥、江戸期に大阪の道頓堀で人気沸騰し、大勢の見物

客を集めた。名作の初演や名優の誕生など道頓堀をはじめとする大阪

発のエピソードも数多くあり、今でもその足跡がまちの中のあちこちに

残されている。�

　今回は、歌舞伎作品の中で、大阪を舞台にしたものをいくつか取り

上げ、その背景や舞台となった名所を紹介してみよう。�

《CEL SERIES》�

Vol.2

松竹座�

大芝居繁栄之図�

夏
祭
浪
花
鑑
／
錦
絵
よ
り�

（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）�

り
が
た
い
。こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
様
々
な
ス
ト
ッ

ク
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
こ
か
ら
始
ま
る
多
く
の

研究
�

主査
�

大阪

　　
�

メンバ
�

大林

乃村

　   

編集

大阪

吉村

扇町

まちづ
�

運営
�

大阪

�



●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

74CEL Jun.  2004

江口の君堂�

野崎観音慈眼寺／境内�

歌
舞
伎
の
舞
台
に
選
ば
れ
た
『
観
光
名
所
』�

お染久松の塚（慈眼寺境内）�

し
ょ
う
じ�

じ
げ
ん
じ�
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野崎観音

上方絵「夏祭浪花鑑」（重春画、二代目
中村芝翫／早稲田大学演劇博物館蔵）
住吉鳥居前のシーン�

住吉大社／高燈籠（「夏祭浪花鑑」の舞台）�

ＪＲ「野崎」駅前にある「きゅうさくばし（久作橋）」�

住吉大社／反橋�
住吉大社は、有名な上方歌舞
伎作品の舞台になっている�

住吉大社／鳥居（「夏祭浪花鑑」の舞台）�

か
た
き
う
ち
て
ん
が
ぢ
ゃ
や
む
ら�

の
ざ
ら
し
ご
す
け�

さ
　
ぶ�
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大
阪
に
は
上
方
歌
舞
伎
に
関
わ
る
史
跡

や
名
所
が
固
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
地
域
が
い

く
つ
か
あ
る
。作
品
の
舞
台
に
な
っ
た
場
所

や
登
場
人
物
の
石
碑
や
塚
、あ
る
い
は
歴

代
俳
優
や
義
太
夫
の
墓
な
ど
、特
に
上
町

台
地
や
キ
タ
・
ミ
ナ
ミ
の
繁
華
街
に
多
く
、

結
果
と
し
て
大
阪
を
代
表
す
る
よ
う
な
エ

リ
ア
を
散
策
す
る
こ
と
に
な
る
。こ
こ
で
は
、

そ
の
代
表
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
げ
て
み
よ
う
。�

����

〈
四
天
王
寺
〜
下
寺
町
界
隈
〉�

　
こ
の
界
隈
は
、江
戸
期
か
ら
三
十
三
か
寺

観
音
め
ぐ
り
や
お
大
師
さ
ん（
弘
法
大
師
）

参
り
の
ル
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、緑
と
四
季

お
り
お
り
の
花
が
美
し
い
、ま
さ
に
物
見
遊

山
の
格
好
の
名
所
で
あ
り
、当
時
の
観
光
コ

ー
ス
で
あ
る
。�

　
四
天
王
寺
は
、聖
徳
太
子
建
造
の
日
本

最
古
の
お
寺
と
し
て
有
名
で
、特
に
西
門
は

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て（
以
西
に
す
ぐ
海
が

拡
が
っ
て
い
た
た
め
、見
晴
ら
し
も
よ
か
っ
た
）

信
仰
の
場
と
し
て
も
認
知
さ
れ
て
お
り
、

俊
徳
丸
の
伝
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た「
摂
州
合

邦
辻
」や
仇
討
狂
言
の
代
表
作
「
敵
討
天

下
茶
屋
聚
」の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。ま
た

墓
地
に
は
、坂
田
藤
十
郎
や
初
世
竹
本
義

太
夫
、並
木
五
瓶
ら
の
墓
が
あ
る
。�

　
下
寺
町
へ
移
る
と
、八
代
市
川
團

十
郎
、初
代
中
村
宗
十
郎
の
墓
が
あ

る
一
心
寺
か
ら
寺
院
が
続
く
。
少
し

西
へ
歩
く
と
、西
方
寺
閻
魔
堂
。「
摂

州
合
邦
辻
」で
よ
く
演
じ
ら
れ
る
合

邦
庵
室
の
舞
台
が
こ
こ
で
あ
る
。
下

寺
町
を
北
へ
い
く
。
勝
鬘
院
愛
染
堂

は
、「
冥
土
の
飛
脚
」
ゆ
か
り
の
地
、

���
や「
高
倉
狐
」な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
ほ
ど
江
戸
期
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
た

神
社
で
、特
に
高
津
宮
の
夏
祭
り
は
、な
に

わ
の
風
物
詩
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
い
た
。　�

　
琴
浦
を
誘
拐
し
た
義
平
次
を
追
い
か
け

た
団
七
が
殺
し
を
す
る
、有
名
な
「
泥
場
」

の
シ
ー
ン
が
「
長
町
裏
」
の
段
。日
本
橋
筋

の
裏
手（
今
の
日
本
橋
三
〜
五
丁
目
あ
た

り
か
）は
、江
戸
時
代
は
貧
乏
長
屋
の
並
ん

だ
ま
ち
で
あ
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と
、日
本

橋
筋
に「
名
呉
橋
」と
い
う
橋
が
あ
り
、も

と
も
と
名
前
が
な
か
っ
た
の
で
名
を
呉
れ

と
い
う
の
で
名
呉
橋
と
な
っ
た
。そ
こ
か
ら

町
名
が「
名
呉
橋
」
↓
「
長
町
」に
な
っ
た

と
い
う
話
が
あ
る
。家
賃
も
月
払
い
で
は
な

く
日
払
い
で
、大
坂
の
最
低
の
生
活
で
あ
っ

た
と
い
う
。
実
際
、日
当
た
り
の
悪
い
ぬ
か

る
ん
だ
沼
地
で
、夜
は
殺
人
が
起
き
か
ね
な

い
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。衛
生
不
良
で

乞
食
が
集
ま
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
、歌
舞

伎
の「
泥
場
」の
舞
台
と
し
て
は
ピ
ッ
タ
リ
で

あ
る
。こ
の
貧
乏
長
屋
域
は
明
治
期
に
入

る
と
、さ
ら
に
東
西
に
拡
が
っ
た
よ
う
だ
が
、

明
治
三
十
六
年
、天
王
寺
で
開
催
さ
れ
た

「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
会
場
へ
の
通
過
点

に
あ
た
っ
た
た
め
、規
定
が
設
け
ら
れ
て
整

備
さ
れ
、も
と
も
と
い
た
人
々
は
こ
の
地
域

を
追
い
出
さ
れ
、最
終
、釜
ケ
崎
に
集
ま
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。�

　
そ
の
他
、あ
ま
り
上
演
さ
れ
な
い
が
、磯

之
丞
が
殺
人
を
犯
し
た
後
道
具
屋
の
お
中

と
心
中
し
よ
う
と
し
た
の
が
天
王
寺
の
安

居
神
社（
真
田
幸
村
が
戦
死
し
た
場
所
と

し
て
有
名
）で
あ
っ
た
り
、現
在
の
谷
町
七

丁
目
が
、田
島
町
の
「
団
七
内
」（
以
前
、南

区
田
島
町
と
い
っ
た
）の
場
所
で
あ
っ
た
り

す
る
。�
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安居神社境内�

高津宮�

上
町
台
地
エ
リ
ア
�

摂州合邦辻より�
（豊国画／早稲田大学演劇博物館蔵）�

上方絵「夏祭浪花鑑」（広貞画、四代目中村歌右衛門／
早稲田大学演劇博物館蔵）泥場のシーン�

四天王寺／西門�

な
ご
ば
し�

く�

歌
舞
伎
の
舞
台
め
ぐ
り
・
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
�



寺
町
を
北
へ
い
く
。
勝
鬘
院
愛
染
堂

は
、「
冥
土
の
飛
脚
」
ゆ
か
り
の
地
、

銀
山
寺
に
は
、「
心
中
宵
庚
申
」の
お
千
代
・

半
兵
衛
の
比
翼
塚
が
あ
る
。生
国
魂
神
社

は
、「
曽
根
崎
心
中
」
や
「
生
玉
心
中
」
の

舞
台
で
あ
る
。そ
の
他
、竹
本
座
の
座
本
で

浄
瑠
璃
作
家
の
竹
田
出
雲
の
墓
が
あ
る
青

蓮
寺
や
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
の
夕
霧
の
墓

が
あ
る
浄
國
寺
な
ど
、集
中
し
て
い
る
。�

　
こ
の
あ
た
り
は
美
し
い
坂
道
も
多
く
、大

阪
の
街
の
中
で
も
も
っ
と
も
自
然
が
豊
か

に
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
の
散
歩
道
ゾ
ー
ン
で

あ
る
。織
田
作
之
助
の「
木
の
都
」の
舞
台

な
ど
に
も
な
っ
て
い
る
が
、さ
ら
な
る
整
備

が
望
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
。�

＊片岡仁左衛門…上方で唯一十数代を重ねた名跡。元禄期から
実悪の名手で、七代目でその名前が再び表舞台に出る。�

＊中村富十郎…享保～天明期に活躍。若女形の第一人者ながら
立役もこなした。�

＊岩井半四郎…明和から寛政にかけて活躍。�

＊実川延若家…上方歌舞伎の演技演出に大きな影響を与えた。初
代は明治初期から中期、二代目は大正から昭和にかけて、三代目
は戦後に活躍。�

＊中村鴈治郎…初代は、明治
後期から昭和初期にかけて
大阪の顔と称された名優。
上方和事をはじめとする狂
言や新作に多くのあたり役
を残す。�

＊中村歌右衛門…初代は、宝
暦から天明にかけて（1751
～88年）活躍。廻り舞台な
どを発明した並木正三の作
品などで注目を浴びる。その
実子が三代目で上方歌舞
伎の巨星として活躍。�

＊中村芝翫（三代目）…文化
12年～弘化4年（1815～47）
頃活躍した歌舞伎役者。祖
父が中村歌右衛門（二代
目）。�

＊中村梅玉（三代目）…大正から昭和半ばにかけて大阪で活躍し
た女形。初代鴈治郎の相手役としても有名で、四代目福助襲名後、
昭和10年に梅玉を襲名。�

区
田
島
町
と
い
っ
た
）の
場
所
で
あ
っ
た
り

す
る
。�
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＊坂田藤十郎…元禄期に上方歌舞伎の和事をつ
くりあげて後世に伝えた。�

＊竹本義太夫…義太夫節の創始者。貞享元年
（1684）、道頓堀に竹本座を立て、後の曽根崎
心中の上演で名声を高める。�

＊並木五瓶…歌舞伎作者。�

＊八代市川團十郎…幕末期に活躍。人気絶頂の
嘉永7（安政元）年夏、大坂で謎の自死を遂げる。�

＊初代中村宗十郎…明治初期に活躍。上方の演
劇改良運動の先頭に立つ。�

＊「冥土の飛脚」、「心中宵庚申」、「曽根崎心中」、

「生玉心中」、「夕霧阿波鳴渡」…いずれも、近
松門左衛門の原作で上方歌舞伎の代表作にな
っている。�

〈
中
寺
町
界
隈
〉�

　
初
め
の
章
で
紹
介
し
た
、「
高
津
宮
」の

東
に
隣
接
し
て
、歴
代
歌
舞
伎
俳
優
の
お

墓
が
密
集
し
て
い
る
。薬
王
寺
に
は
、片
岡

仁
左
衛
門
家
、初
代
中
村
富
十
郎
、初
代

岩
井
半
四
郎
、圓
妙
寺
に
は
、初
代
〜
三
代

実
川
延
若
、正
法
寺
に
は
初
代
・
三
代
中

村
歌
右
衛
門
、三
代
中
村
芝
翫
、二
代
富

十
郎
、妙
徳
寺
に
は
中
村
梅
玉
家
。
常
國

寺
は
、初
代
中
村
鴈
治
郎
、

二
代
・
三
代
中
村
翫
雀
、四

代
歌
右
衛
門
…
。
お
墓
自

体
は
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん

で
お
り
観
光
名
所
的
な
派

手
さ
は
な
い
の
だ
が
、こ
れ

だ
け
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
珍
し
い
。上
町
台
地
の
寺

町
の
中
で
も
こ
の
あ
た
り
は
、

昔
の
雰
囲
気
を
と
ど
め
て
い
る
道
で
、高
津

宮
と
あ
わ
せ
て
上
方
歌
舞
伎
を
語
る
重
要

な
エ
リ
ア
で
あ
る
。�

摂州合邦辻よ
（豊国画／早稲

心中宵庚申・お千代半兵衛比翼塚� 勝鬘院愛染堂� 合邦辻／西方寺閻魔堂� 市川團十郎（八代）墓／一心寺内�

片岡仁左衛門墓（薬王寺）�

妙徳寺�

圓妙寺�

生国魂神社�

浄國寺（夕霧太夫の墓所）�

青蓮寺（竹田出雲の墓所）�

▲初代中村鴈治郎・四代歌右衛
　門などの墓が並ぶ常國寺�



��
　
近
松
門
左
衛
門
作
の
有
名
な
作
品
の
一

つ「
曽
根
崎
心
中
」や「
心
中
天
網
島
」な

ど
の
舞
台
で
あ
り
、繁
華
な
ビ
ル
街
を
抜
け

て
歩
く
コ
ー
ス
で
あ
る
。
今
と
は
ま
っ
た
く

違
う
昔
の
新
地
や
周
辺
の
雰
囲
気
を
、想

像
力
を
働
か
せ
な
が
ら
め
ぐ
る
と
い
い
。地

名
や
橋
名
な
ど
名
称
は
変
わ
ら
ず
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、石
碑
な
ど
は
少
な

く
、あ
っ
て
も
微
妙
に
位
置
が
ず
れ
て
い
る
。�

　
原
本
に
出
て
く
る
「
し
じ
み
川
」
は
、新

地
で
い
う
と
堂
島
上
通
り
と
新
地
本
通
り

の
間
で
現
在
飲
食
店
が
建
ち
並
ぶ
位
置
に

流
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
し
じ
み
川
」の

石
碑
は
、実
際
の
そ
の
川
跡
の
位
置
よ
り
や

や
北
側（
新
地
本
通
り
よ
り
北
）の
新
地
の

ど
真
ん
中
に
あ
る（
曽
根
崎
新
地
一
―
五
）。

そ
の
南
斜
め
前
に
あ
る
の
が
、「
心
中
天
網

島
」の
舞
台
と
な
っ
た
お
茶
屋
「
河
庄
」の

跡
碑
。「
曽
根
崎
心
中
」の
舞
台
で
あ
る
お

茶
屋
「
天
満
屋
」
は
、さ
ら
に
西
、現
在
の

堂
島
三
の
交
差
点
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、

当
時
の
堂
島
新
地
が
今
曽
根
崎
新
地
と

呼
ば
れ
て
い
る
一
部
と
重
な
っ
て
い
る
。曽

根
崎
心
中
の
心
中
場
所
で
あ
っ
た
「
露
天

神
社
」は
、「
お
初
天
神
」と
い
う
別
名
が
つ

く
ほ
ど
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
地
域
に
浸
透

し
て
お
り
、『
お
初
徳
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
』

と
記
し
た
石
碑
や
二
人
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ

た
絵
馬
な
ど
が
お
馴
染
み
で
あ
っ
た
が
、さ

ら
に
今
年
の
四
月
七
日
、新
た
に
で
き
た
慰

霊
像（
ブ
ロ
ン
ズ
像
）が
お
披
露
目
さ
れ
、除

幕
式
に
は
中
村
鴈
治
郎
と
翫
雀
が
列
席
し

た（
お
初
天
神
商
店
街
の
垂
れ
幕
も
、「
ブ

ロ
ン
ズ
像
」の
お
目
見
え
を
Ｐ
Ｒ
し
た
も
の

が
新
た
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
）。�

　
ま
た
、「
心
中
天
網
島
」の
小
春
・
治
兵

衛
の
道
行
に
出
て
く
る
橋
づ
く
し
、梅
田
橋
、

緑
橋
、桜
橋
、難
波
小
橋
と
、西
か
ら
し
じ

み
川
に
か
か
る
橋
の
名
前
で
あ
り
、現
在
、

梅
田
橋
は
ビ
ル
名
で
、桜
橋
は
交
差
点
の
名

前
で
残
っ
て
い
る（
石
碑
が
交
差
点
よ
り
や

や
南
寄
り
に
あ
る
）。天
満
の
天
神
さ
ん（
天

満
宮
）も
歌
舞
伎
に
よ
く
登
場
し
て
お
り
、

同
作
品
の
紙
屋
治
兵
衛
の
店
が
あ
っ
た
の

が
こ
の
天
神
さ
ん
の
前
で
あ
る（
ま
た
、近

松
門
左
衛
門「
生
玉
心
中
」の
二
人
が
、天

満
宮
内
の
お
茶
屋
で
逢
う
と
い
う
場
面
設

定
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
）。「
心
中
天

網
島
」の
心
中
の
場
所
で
あ
る
「
大
長
寺
」

は
、桜
之
宮
公
園
近
く
に
あ
り
、二
人
の
比

翼
塚
が
あ
る
。初
演
後
、二
人
を
あ
わ
れ
ん

だ
ま
ち
の
人
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る（
現

在
の
も
の
は
、大
水
に
流
さ
れ
た
後
、明
治

期
に
再
建
さ
れ
た
）。現
在
の
大
長
寺
は
移

動
後
の
場
所
で
あ
り
、も
と
の
場
所
は
、今

の
藤
田
美
術
館（
太
閤
園
の
向
か
い
）の
位

置
に
な
る
。�

��

　
道
頓
堀
川
界
隈
は
、江
戸
期
以
降
芝
居

ま
ち
と
し
て
大
小
の
芝
居
小
屋
が
建
ち
並

ぶ
名
所
で
あ
っ
た
。東
道
頓
堀
に
か
か
る
現

在
の
「
下
大
和
橋
」
は
、「
生
玉
心
中
」で

主
人
公
の
嘉
平
次
が
出
店
し
て
い
る
場
所

（
「
大
和
橋
」
）と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
「
相

合
橋
」
は
、「
心
中
重
井
筒
」に
出
て
く
る

橋
で
、こ
の
あ
た
り
は
六
軒
の
茶
屋
が
あ
る

遊
里
だ
っ
た
の
で
、六
軒
町
と
呼
ば
れ
て
い

た
。役
者
は
、道
頓
堀
よ
り
北
側
の
、今
で

い
う
中
央
区
あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
こ
と

が
多
く
、初
代
中
村
鴈
治
郎
も
、東
心
斎

橋
二
丁
目
あ
た
り
、も
と
の
玉
屋
町
に
居

を
構
え
て
お
り
、笠
屋
町（
今
の
宗
右
衛
門

町
あ
た
り
）に
は
、松
竹
の
白
井
松
次
郎
、

初
代
市
川
右
團
次
、初
代
・二
代
実
川
延
若
、

三
代
中
村
翫
雀
な
ど
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
。�

　
道
頓
堀
川
周
縁
に
は
、官
許
の
芝
居
小

屋
と
し
て
櫓
を
あ
げ
た
劇
場
だ
け
で
な
く
、

多
く
は
浜
側
に
、櫓
を
あ
げ
て
い
な
い
小
屋

が
た
く
さ
ん
あ
り
、最
盛
期
の
寛
文
二（
一
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露天神社�

下大和橋�

河庄の跡碑�

しじみ川跡碑�

キ
タ
・
梅
田
エ
リ
ア
�

ミ
ナ
ミ
・
道
頓
堀
エ
リ
ア
�

新たにお目見えした、お初と徳兵衛／ブロンズ像�



　戦後、昭和30年頃から歌舞伎の制作が東

京中心になり、大阪在住の役者が減ると同時

に、大阪の歌舞伎が上演される機会が少なく

なり、役者自身が私財を投じて自主公演をし

ないと、上方歌舞伎の灯が消えてしまいかね

ない時代があった。そこから、少しずつ歌舞伎

への気運を盛り返そうという動きが起こってき

た。その1つが「関西・歌舞伎を愛する会（以下、

「愛する会」）」の活動である。当初は「関西

で歌舞伎を育てる会（以下、育てる会）」といい、

昭和53年12月20日に立ち上がった（平成4年

に「愛する会」に名称変更した）。�

　それまで毎年5月に行われていた大阪での

顔見世がなくなったことを一つの契機に、『歌

舞伎という伝統芸能を次代に伝えたい』と、

大阪の民間（大阪民労協）が中心となり、経

済界や行政、文化人たちとともに、関西の歌

舞伎界を応援しようというムーブメントが起きた。

そして専属の事務局を設け、歌舞伎ファンを

増やす活動に踏み切ったのである。スタート

当初は、すぐに会員が400人から1000人へと

増えた。「公演

の数も少なかっ

たし、歌舞伎に

飢えていた人が

多かったのでし

ょう」と、「愛す

る会」事務局長

の川島靖男さん。当時の道頓堀朝日座で行

われた結成公演では、「歌舞伎のみかた」と

いうプログラムを取り入れ、実際お客さまに歌

舞伎の「馬」に乗っていただくという趣向で、

わかりやすく楽しい大衆の文化として歌舞伎

を認識してもらおうと試みた。�

　さらに夏恒例の船乗り込みが、昭和54年、

数十年ぶりに復活した。中之島の市庁舎南

側から乗船した歌舞伎役者が、土佐堀川から

東横堀を経て道頓堀川へと巡行するパレード

で、幟や提灯、お囃子など賑やかな舟上から

役者や後援者が、川岸のファンにご挨拶する

ものである。大正期までは盛大に行われており、

それが夏の中座歌舞伎興行の前触れとして

復活して水都大阪の風物詩として定着したの

は、後援者側と役者側の、

大阪での歌舞伎復興への

思いと尽力があったからこ

そであろう。『この先衰退す

ることはあっても復興される

ことは難しいだろう』と考え

られていた上方歌舞伎が盛

り返してきたことは、特記に

値する。�

　「育てる会」は若手俳優

の育成にも全面的な支援

を行い、「若鮎の会」という

関西若手俳優有志による

勉強会を開き、昭和55年か

ら平成元年まで十回公演を

行った（その後、平成2年からは、若鮎の会の

他にも上方系の俳優が加わって、国立文楽

劇場が新たな勉強の場として「上方歌舞伎会」

を主催するようになった）。�

　昭和から平成に移る中で、上方歌舞伎を担

ってきた鴈治郎、仁左衛門の代が替わり、そ

れぞれの屋号をもつご子息若手たちも育つ中、

歌舞伎ブームが起きた。ピークは平成2年頃

から5年間位と聞くが、ＴＶなどによく出演して

いた（当時の）片岡孝夫、藤十郎、勘九郎、八

十助ら花形役者が中座の七月公演にも出演し、

大勢の若い観客が押しかけた。ちょうどその

ブームがはじまった年から、三代目中村鴈治

郎襲名披露公演がスタートする形になった（平

成6年の春に、重要無形文化財各個指定、い

わゆる人間国宝の指定を受けている）。�

　平成9年、大阪松竹座が関西演劇の殿堂と

してリニューアルオープンすると、松竹（株）は、

上方歌舞伎の発展と伝統

の継承を目的に、ひろく一

般より歌舞伎俳優を目指

す若い人材を募集し、研修･

育成する「上方歌舞伎塾」

を開設。一期生8名でスタ

ート、2年ごとに募集して、

現在3期生5名が卒業した

ところだ（「愛する会」も

支援寄付金を募り贈呈し

ている）。「平成若衆歌舞

伎」と題したシアタードラ

マシティでの新作公演も、

2002年に片岡秀太郎監

修のもと、上方歌舞伎を

担う若手俳優たちが集結した舞台として幕を

あけ、今年8月、第3弾公演が行われる。一方、

近松門左衛門の作品を世界へ紹介したいと、

鴈治郎が1982年に旗揚げした「近松座」の

取り組みや、松竹座での「浪花花形歌舞伎」

と題した若手による近松世話物の昼夜3部制

興行実現など、一歩ずつだが着実に大阪に

歌舞伎が再び根付く機会が増えている。�

の
藤
田
美
術
館（
太
閤
園
の
向
か
い
）の
位

置
に
な
る
。�

多
く
は
浜
側
に
、櫓
を
あ
げ
て
い
な
い
小
屋

が
た
く
さ
ん
あ
り
、最
盛
期
の
寛
文
二（
一

六
六
二
）年
に
は
、歌
舞
伎
六
座
、浄
瑠
璃

五
座
、説
教
七
座
、か
ら
く
り（
あ
や
つ
り
）

一
座
、舞
四
座
が
あ
り
、元
禄
十
二（
一
六

九
九
）年
に
は
、四
十
八
軒
の
水
茶
屋
が
許

可
を
得
て
湯
茶
を
出
し「
い
ろ
は
茶
屋
」と

呼
ば
れ
て
い
た
。近
松
作「
心
中
二
枚
絵
草

子
」で
は
、曽
根
崎
心
中
の
お
初
が
い
た
堂

島
の
お
茶
屋
「
天
満
屋
」の
遊
女
お
島
が
、

竹
本
座（
曽
根
崎
心
中
が
初
演
さ
れ
た
劇

場
）で
芝
居
見
物
の
後
、道
頓
堀
川
へ
屋
形

船
で
く
り
だ
し
て
い
る
。道
頓
堀
界
隈
は
、

浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
を
上
演
す
る
小
屋
と
、

作
品
の
舞
台
と
、両
方
を
兼
ね
備
え
た
地

域
で
あ
っ
た
。天
保
十
三（
一
八
四
二
）年
に

櫓
を
掲
げ
て
い
る
芝
居
小
屋
が
五
座
に
な

っ
た
の
で
、「
五
座
の
櫓
」と
い
う
言
葉
が
浸

透
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、つ
い
最
近
ま
で
残
っ
て
い
た
浪

花
座
、中
座
も
次
々
と
な
く
な
り
、芝
居

街
の
面
影
は
現
在
ほ
と
ん
ど
な
い
。角
座
、

中
座
、浪
花
座
と
い
う
名
前
だ
け
が
、同
じ

通
り
の
ビ
ル
の
名
前
に
残
さ
れ
て
い
る
。以

前
、浪
花
座
の
前
に
あ
っ
た「
竹
本
座
跡
」�
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上方歌舞伎の復興を目指して�

商店街の

現在の角座�

川島靖男さん�

大阪松竹座浪花花形歌舞伎チラシ�
（協力：松竹株式会社）�
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歌
舞
伎
は
古
典
芸
能
の
中
で
も
、物
語
、

役
者
、衣
装
、舞
台
美
術
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
性
が
強
い
が
、さ
ら
に
親
し
み
や
す

く
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
改
良
さ
れ
て
き
た
。も
と
も
と
大
坂
・

道
頓
堀
な
ど
で
初
演
さ
れ
た
人
形
浄
瑠

璃
か
ら
転
じ
た
作
品
も
多
く
、役
者
の
系

譜
も
含
め
て
、物
語
が
大
阪
の
あ
ち
こ
ち
に

点
在
し
て
残
っ
て
い
る
。関
連
す
る
地
名
や

神
社
、仏
閣
、石
碑
な
ど
が
、意
外
に
も
ま

だ
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
と
、大

阪
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
随
分
と
変
わ
り
、ま

さ
に
大
阪
が
歌
舞
伎
舞
台
を
体
験
す
る
テ

ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
と
感
じ
る
。�

　
実
際
、役
者
さ
ん
と
と
も
に
名
所
旧
跡

を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
れ
ば
全

国
か
ら
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
と
い
う
し
、大
阪

市
主
催
、「
関
西
・
歌
舞
伎
を
愛
す
る
会
」

後
援
の「
シ
リ
ー
ズ
お
芝
居
探
検
隊
」で
は
、

文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
河
内
厚
郎
さ
ん
を

隊
長
に
、そ
の
日
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
半
日
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
好
評
で
あ
る
。�

　
大
阪
と
い
う
都
市
が
も
つ
魅
力
と
し
て
、

「
歌
舞
伎
」と
い
う
演
劇
ソ
フ
ト
そ
の
も
の

は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
舞
台
と
な
る
ソ
フ
ト
・ハ

ー
ド
が
都
市
の
中
に
実
在
し
、い
か
に
わ
か

り
や
す
く
楽
し
く
享
受
で
き
る
か
、と
い
う

こ
と
が
次
な
る
課
題
と
な
る
。行
政
や
民
間
、

住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
個
性
を
活
か

し
な
が
ら
、「
歌
舞
伎
」と
い
う
資
源
を
ベ
ー

ス
に
し
た
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
大
阪
の

都
市
観
光
や
文
化
に
よ
る
都
市
政
策
の
要

と
な
る
だ
ろ
う
。�

�   

（
大
阪
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所�

主
任
研
究
員
）�
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バックナンバー�

�
他�

の
石
碑
も
今
で
は
見
当
た
ら
な
い
。大
阪
で

歌
舞
伎
興
行
が
定
期
的
に
打
た
れ
る
松
竹

座
は
、大
正
十
二
年
、映
画
や
歌
劇
の
劇
場

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。�

　
そ
の
ほ
か
、歌
舞
伎
の
上
方
和
事
に
欠
か

せ
な
い
舞
台
の
一
つ
が
、大
阪
で
唯
一
幕
府

に
公
認
さ
れ
た
と
い
う
廓
街
で
あ
る
新
町
。

「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」の
夕
霧
太
夫
や
「
冥

土
の
飛
脚
」の
梅
川
が
実
在
し
た
と
い
う
、

格
式
の
あ
る
揚
屋
が
九
軒
建
ち
並
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
九
軒
町
と
も
い
わ
れ
、桜
の
美

し
さ
も
有
名
で
あ
っ
た
。現
在
は
、新
町
北

公
園
の
一
隅
に「
新
町
九
軒
桜
堤
の
跡
」

と
書
か
れ
た
顕
彰
碑
が
立
っ
て
い
る
。そ
の

す
ぐ
そ
ば
に
は
、「
初
世
中
村
鴈
治
郎
生

誕
の
地
」と
い
う
碑
も
あ
る
。夕
霧
が
い
た

遊
郭
・
扇
屋
で
生
ま
れ
た
か
ら
で
、そ
の
上

に
は
蕎
麦
ぼ
う
ろ「
忠
兵
衛
」の
看
板
が
か

か
っ
て
い
る（
「
梅
川
・
忠
兵
衛
」の
名
前
に

ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
）。�

　
ま
た
近
松
門
左
衛
門
作
「
今
宮
心
中
」

の
心
中
場
所
で
あ
る
今
宮
戎
。一
月
十
日

の
十
日
戎
は
昔
か
ら
あ
ま
り
に
も
有
名
で

あ
る
。�

Vol.2

道頓堀芝居まちの賑わい（明治中期）／大阪市提供�

歌
舞
伎
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
�
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中村鴈治郎（二代目）紙屋治兵衛�
（心中天網島、春仙画／早稲田大学演劇博物館蔵）�


